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本コーナーに出演いただくお子さんを募 
集します。対象は市内在住で２歳までの 
乳幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふり 
がな）、性別、生年月日、保護者の氏名、 
電話番号とコメント（４０字以内）を添えて、
秘書広報課「すくすく日記係」へお送り 
ください。 

絃
生
が
生
ま
れ
て
１
年
。
毎
日
い
ろ

ん
な
表
情
と
行
動
力
に
驚
き
。
こ
れ

か
ら
も
思
い
出
た
く
さ
ん
作
ろ
う
ね
。

（
父　
和
吉
・
母　
智
子
、
下
陰
）

恵
斗
の
笑
顔
に
み
ん
な
が
癒
さ
れ
て

い
る
よ
。
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
、

あ
り
が
と
う
。

（
父　
芳
則
・
母　
枝
里
子
、六
地
蔵
）

や
ん
ち
ゃ
ぼ
う
ず
の
陸
く
ん
。春
に

な
っ
た
ら
元
気
に
外
で
遊
ぼ
う
ネ
。

（
父　
修
士
・
母　
美
穂
、竹
野
町
御
又
）

■
永
年
勤
続
功
労
章

▽
水
口
和
美
（
日
高
町
水
口
）

▽
藤
井
正
昭
（
出
石
町
八
木
）

■
褒
賞

▽
小
関
寅
雄
（
城
崎
町
湯
島
）

　

小
関
さ
ん
は
、
麦
わ
ら
細
工
伝

承
館
の
整
備
や
シ
ー
ボ
ル
ト
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
復
刻
、
後
継
者
の
育

成
な
ど
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

■
育
成
者
・
指
導
者
表
彰

▽
高
階
正
夫
（
日
高
町
宵
田
）

■
感
謝
状

▽
高
階
多
恵
子
（
日
高
町
宵
田
）

■
社
団
法
人
許
可　

周
年
記
念
特

４０

別
表
彰

▽
足
田
茂
樹
（
出
石
町
東
條
）

▽
マ
ル
シ
ン
文
具
店（
豊
岡
市
泉
町
）

　

１
月　

日
、
豊
岡
市
内
で
発
生

２３

し
た
建
物
火
災
に
お
い
て
、
マ
ル

シ
ン
文
具
店
従
業
員
の
皆
さ
ん
が
、

火
災
を
早
期
発
見
し
、
人
命
救
助

や
消
火
活
動
な
ど
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

■
知
事
賞
（
最
優
秀
賞
）

▽
福
冨
ひ
か
り
（
合
橋
小
１
年
）

■
知
事
賞
（
優
秀
賞
）

▽
多
田
智
香
子
（
三
江
小
４
年
）

▽
原　

可
奈
子
（
中
筋
小
５
年
）

▽
永
岡　
　

萌（
中
竹
野
小
６
年
）

■
選
考
委
員
特
別
賞

▽
第
３
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・
国

際
か
い
ぎ

　

兵
庫
県
と
本
市
が
主
催
し
た

「
第
３
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・
国

際
か
い
ぎ
」
が
、
斬
新
か
つ
独
創

的
で
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
貢

献
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
贈
ら
れ
る
ふ

る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
（　

地
域

（財）

活
性
化
セ
ン
タ
ー
主
催
）
の
選
考

委
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

半
世
紀
に
及
ぶ
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

保
護
増
殖
活
動
や
地
域
を
あ
げ
て

の
環
境
保
全
の
取
組
み
が
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

■
農
林
水
産
大
臣
賞

▽
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
営
農
組
合

　

祥
雲
寺
地
区
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

郷
営
農
組
合（　

戸
）が
、
環
境
に

２２

や
さ
し
い
農
業
に
取
り
組
む
団
体

な
ど
を
表
彰
す
る
「
環
境
保
全
型

農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い

て
、
最
優
秀
賞
に
相
当
す
る
農
林

水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

安
全
な
米
だ
け
で
は
な
く
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
餌
と
な
る
生
き
物
を
同

時
に
育
て
る
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む

農
法
」
を
地
域
を
あ
げ
て
実
践
し

て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

■
文
化
賞

▽
松
島
興
治
郎
（
下
陰
）　

　

松
島
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
保
護
増
殖
と
、
野

生
復
帰
活
動
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
優
羽
。
こ
れ
か
ら

も
笑
顔
を
た
く
さ
ん
見
せ
て
ネ
！
優

し
い
子
に
育
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
父　
健
人
・
母　
有
紀
、日
高
町
府
市
場
）

イ
ル
カ
大
好
き
な
け
い
く
ん
。
た
く

ま
し
い
男
の
子
に
な
あ
ー
れ
�

（
父　
宣
昭
・
母　
理
江
、八
社
宮
）

おおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめ
ででででででででででで
ととととととととととと
ううううううううううう
ごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいい
ままままままままままま
すすすすすすすすすすす

（平成１７年８月３１日生）
大 田 恵  斗 

けい と

ちゃん
（平成１７年３月１日生）
青 木　  陸 

りく

ちゃん

（平成１７年２月１８日生）
太 田 絃  生 

げん き

ちゃん
（平成１７年２月２１日生）
谷 口 優  羽 

ゆ う

ちゃん
（平成１６年１月２２日生）
吉 川 慶  乙 

けい と

ちゃん

平
成　

年
度

１７

消

防

庁

長

官

表

彰

（
敬
称
略
）

吉

川

英

治

賞

平
成　

年
度
い
き
い
き
農
作

１７

業
体
験
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

第　

回
環
境
保
全
型

１１
農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル

豊

岡

市

消

防

本

部

消

防

長

感

謝

状

全

国

子

ど

も

会

連

合

会

表

彰

平
成　

年
度

１７

伝
統
的
工
芸
品
産
業
功
労
者

第　

回

ふ

る

さ

と

１０

イ

ベ

ン

ト

大

賞
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月の主な行事 

平成１８年 

4
APRIL

●豊岡駅通商店街アーケード竣工式
（１０：００～市役所前駐車場）

●サロンコンサート「Ｂｒａｓｓ　Ｅｎｓｅｍｂｌｅ 
　　ＤＡＳＣＨＩＫＥ」（１３：００～豊岡市民プラザ）

●第３回こうのとり感謝祭
（１３：００～豊岡駅通商店街周辺）

（土）１

●クリーン作戦（８：００～但東町全域）
●豊岡市日高消防団初出式

（９：００～日高総合支所前）
●’０６豊岡の春まつり・豊岡駅通商店街アー
ケード記念イベント（１０：００～市役所前駐

車場・駅通商店街全体：歩行者天国）
●第３回こうのとり感謝祭

（１０：００～豊岡駅通商店街周辺）
●第４回城崎温泉流しびな

（１０：３０～城崎温泉街）
●ミュージカル－水と炎と愛の伝説－ヒボコ

（１５：００～市民会館）

（日）２

（月）３
（火）４

●母乳相談会
（１３：３０～豊岡市子育て総合センター）

（水）５

●小中学校始業式（木）６
●小中学校入学式
●母乳相談会

（１３：３０～豊岡市子育て総合センター）

（金）７

（土）８
●十戸清水まつり（１０：００～日高町十戸）
●よし焼きまつり（１０：００～城崎町戸島）
●森の散策体験（１０：００～竹野町森本）

（日）９

●幼稚園入園式（下記以外の幼稚園）（月）１０
●幼稚園入園式（出石地区５園・中竹野幼稚園）（火）１１

（水）１２
（木）１３

●なかよし広場（９：３０～豊岡市民プラザ）（金）１４
●�子母神大祭

（～１６日　但東町赤花　法華寺）
●第３回桜づつみ観桜会

（１７：３０～国府ふれあい公園・桜づつみ）

（土）１５

●中嶋神社菓子祭（９：００～三宅　中嶋神社）
●河本ひょうたんまつり

（１０：００～但東町河本　本澤寺）
●第３６回そば喰い大会

（１０：４０～出石総合支所前）

（日）１６

（月）１７
（火）１８

●春季理玖子祭（１０：００～日撫　香林会館）（水）１９
（木）２０
（金）２１

●東井義雄先生をしのぶ会
（１０：３０～但東町佐々木　東光寺）

●おやこっこ体操
（１０：３０～豊岡市子育て総合センター）

（土）２２

●温泉まつり（～２４日　城崎温泉街）
●メモリアルコンサート

（１８：３０～ひぼこホール）

（日）２３

（月）２４
（火）２５
（水）２６
（木）２７
（金）２８

みどりの日
●第５回清滝溶岩流まつり

（９：３０～日高町清滝地区）
●第１２回ひだかフラワーフェスティバル
（９：３０～日高町祢布　日高花の基地公園）

●演劇ファクトリーＶｏｌ．２本公演「帰雲－夜
桜城」～地球は青かった・戦国夢幻編～

（１９：３０～豊岡市民プラザ）

（土）２９

●演劇ファクトリーＶｏｌ．２本公演「帰雲－夜
　桜城」～地球は青かった・戦国夢幻編～

（１９：００～豊岡市民プラザ）

（日）３０

「広報とよおか」入選受賞…３月 17日、第 53回兵庫県広報コンクール 広報紙部門 市の部
で「広報とよおか 12 月号」が特選に次ぐ入選を受賞しました。

平成１８年３月１日現在（前月比） 

豊岡市の人口 
合　計 

男　性 

女　性 

世帯数 

人 

人 

人 

世帯 

92,456 

44,345 

48,111 

31,536

（－54人） 

（－43人） 

（－11人） 

  （＋10世帯） 

▼
今
号
か
ら
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

を
参
考
に
、
市
広
報
の
表
紙
右
上
の
表

示
を
○
月
○
日
発
行
に
、
ま
た
、
西
暦

の
下
に
年
号
も
付
け
ま
し
た
。
気
付
い

て
い
た
だ
け
ま
し
た
か
。
わ
か
り
や
す

い
表
示
を
心
が
け
て
い
ま
す
が
、
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
○Ｈ
 

▼
寝
台
特
急
出
雲
が　

年
の
歴
史
に
幕

３０

を
閉
じ
ま
し
た
。
「
ビ
ー
ル
持
ち
込
み

ゆ
っ
た
り
と
…
一
夜
明
け
る
と
東
京

へ
」
と
い
う
感
じ
で
私
も
４
回
利
用
し

ま
し
た
が
今
思
え
ば
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を

体
感
し
た
贅
沢
な
旅
で
し
た
。
廃
止
ま

で
に
、
も
う
一
度
乗
り
た
か
っ
た
な
○Ｏ
 

▼
新「
豊
岡
市
」が
誕
生
し
て
１
年
。
い

ろ
い
ろ
な
出
来
事
を
振
り
返
る
間
も
な

く
、
新
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
国
体
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
…
と
全
国
か
ら
豊
岡
が
注

目
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
ず
は

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の「
は
ば
タ
ン
」に
期
待

し
て
カ
メ
ラ
と
一
緒
に
出
か
け
よ
う
○Ｙ
 

▼
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

地
球
上
の
石
油
利
用
可
能
年
数
は
、
残

り
約　

年
と
か
。
私
が
生
き
て
い
る
う

４０

ち
に
、
そ
の
時
が
訪
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
次
の
世
代
が
…
で
は
な
く
私
た

ち
が
次
の
世
代
へ
ど
の
よ
う
に
バ
ト
ン

を
渡
し
て
い
く
の
か
が
大
切
で
す
。
○Ｉ
 

編編編編編編編編編編編

集集集集集集集集集集集

後後後後後後後後後後後

記記記記記記記記記記記
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清滝 地区 
（日高） 

き よ た き 

　このコーナーでは、豊岡市内に 
ある３０地区の宝を紹介します。 

名色 

栃本 

石井 

十戸 

頃垣 

山宮 

太田 

香美町 

神鍋山 
４６９▲ 

　▲６５３ 
大岡山 

482

712

529

豊岡 竹野 

清滝地区 

竹野 
温泉 

城崎総合支所 

豊岡市役所 

出
石
総
合
支
所 

有
子
山
城
跡 

伊
藤
清
永
美
術
館 

城崎大会議館 城崎 
温泉 

ニジマス川釣り場 

但馬ドーム 
神鍋高原キャンプ場 

名色ゲレンデ 清滝小学校 

神鍋高原野菜 

比曾寺庭園 

西部福祉センター
たじま荘 

十戸の清水 

よのき坂の桜 
神鍋溶岩流 

十戸の滝 

麦
わ
ら
細
工
伝
承
館 

文
芸
館 

大石りく 
遺髪塚 

青空市場 

神武山公園（桜） 

豊岡市立図書館 
カバンストリート 

 

片
間
ふ
れ
あ
い
農
園 

（
ラ
ベ
ン
ダ
ー
） 

国府桜づつみ 
公園（桜） 

お
り
ゅ
う
灯
籠 

●地区のいわれ
　清滝地区の名称は、同地区の西に 八  反 滝、東

はっ たん

に十戸滝があり、その間にも二段滝、畳滝など
多くの滝があることと、常に清流が溶岩の河床
を洗っていることに由来しています。同地区は、
豊富な清水と火山灰「黒ぼく」を利用した農業
が盛んです。また、アウトドアスポーツのメッ
カ・神鍋高原の一角を占め、四季を通じてスキー、
テニス、パラグライダーなどを楽しむため、多
くの人々が集まります。

●主な公共施設
・清滝小学校・日高西部福祉センター・県立但馬
ドーム・県立特別養護老人ホームたじま荘

豊岡市 

▲よのき坂の桜
　国道４２８号沿いのよのき坂の桜は、
昭和３０年代後半に神鍋国体スキー大
会の開催に伴う道路改修終了後に植
樹されたものです。清滝地区には、
その他に清滝小学校の桜や山宮ス
キー場跡地の千本桜などが桜の名所
となっています。

▼神鍋溶岩流
　 稲  葉 川の神鍋溶岩流は、渓流や奇

いな んば

石・滝が続き、１年を通じて、水量
によりさまざまな景観を望むことが
できます。

▲ 比  曾  寺 庭園
ひ そ じ

　明治２０年、出石仙石家のお抱えの
庭師だった朝山半六が作庭した池泉
観賞式庭園です。また、境内にはた
くさんの紅葉があり、新緑と紅葉は
実に見事です。

▼神鍋高原野菜
　火山活動のあった神鍋山から噴出
した火山灰「黒ぼく」を利用して、
キャベツやスイカなどの高原野菜が
作られ、京阪神方面に出荷されてい
ます。

清滝地区
●行政区数
　　　　　　　７区
●人口　　１，９０６人
　男性　　　９２２人
　女性　　　９８４人
●世帯数　　　５５８世帯
（平成１８年３月１日現在）

●行政区

　・ 十戸 　・ 頃  垣 
じゅうご ころ がき

　・ 石  井 　・ 山宮  
いし い やまのみや

　・ 栃  本 　・ 太  田 
とち もと た だ

　・ 名  色 
な しき

▲十戸の清水
　弘法大師伝説が残る十戸地区で
は、三川山系や蘇武岳などに降っ
た雨や雪が伏流水となって、豊富
に湧き出ています。この清水は、
飲料水だけでなく、わさび栽培や
ニジマスの養殖など、古くから暮
らしと産業を支えてきました。


